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凡
　
例

一
、
本
書
は
、Jules M

ichelet

『H
istoire de France

』
の
な
か
の
「
中
世
編
」
を
全
訳
し
、
六
巻
に
分
け
た
う
ち
の
第
五
巻
で

あ
る
。
翻
訳
に
は
一
九
八
一
年
にRobert La�ont

社
か
ら
出
版
さ
れ
た
一
巻
本
、M

ichelet

『Le M
oyen Age

』
を
用
い

た
が
、Flam

m
arion

の
全
集
本
（
一
九
七
四
年
刊
）
も
参
照
し
た
。

一
、
本
巻
で
は
、
英
仏
百
年
戦
争
の
後
半
、
フ
ラ
ン
ス
が
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
軍
に
侵
略
さ
れ
追
い
つ
め
ら
れ
る
な
か
で
の
ジ
ャ
ン

ヌ
・
ダ
ル
ク
の
登
場
と
、
そ
の
劇
的
な
死
を
扱
っ
た
第
十
部
、
シ
ャ
ル
ル
七
世
に
よ
る
対
英
戦
勝
利
、
フ
ラ
ン
ス
の
再
生

を
扱
っ
た
第
十
一
部
、
そ
し
て
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
と
シ
ャ
ル
ル
七
世
の
対
立
を
扱
っ
た
第
十
二
部
ま
で
が
収
め
ら
れ
て
い

る
。

一
、
第
四
巻
で
も
お
断
り
し
た
が
「
イ
ギ
リ
ス
」
と
い
う
呼
称
を
本
書
で
も
か
な
り
頻
繁
に
使
っ
て
い
る
。「
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
」
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
い
う
ご
意
見
も
あ
ろ
う
か
と
思
う
が
、
明
ら
か
に
「
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
王
国
」「
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
王
」
を
指
す
場
合
を
除
い
て
は
日
本
人
に
と
っ
て
馴
染
ん
で
い
る
「
イ
ギ
リ
ス
」
の
呼
称
を
用
い
た
。

一
、
地
名
や
人
名
の
表
記
に
つ
い
て
は
現
地
で
用
い
ら
れ
て
い
る
発
音
を
優
先
し
た
。
と
く
に
本
書
で
は
本
巻
に
限
ら
ず
フ
ラ

ン
ド
ル
（
現
在
の
ベ
ル
ギ
ー
）
の
地
名
が
頻
出
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
フ
ラ
マ
ン
語
式
の
呼
び
方
を
カ
ッ
コ
し
て
併
記
し
、

フ
ラ
ン
ス
語
式
の
呼
び
方
を
用
い
た
が
、「
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
」
の
よ
う
に
英
語
式
呼
び
方
で
は
あ
る
が
す
で
に
日
本
人
に

馴
染
ん
で
い
る
も
の
は
、
そ
の
ま
ま
用
い
た
。

一
、
登
場
人
物
の
な
か
に
は
、
ミ
シ
ュ
レ
の
原
著
で
は
「
王
太
子
」「
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
」
等
、
役
職
名
し
か
記
さ
れ
て
い
な

い
の
を
、
個
人
名
を
書
き
加
え
た
も
の
も
あ
る
。



目
　
次

第
十
部
　
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
生
と
死
　

3

第
一
章　
「
キ
リ
ス
ト
の
ま
ね
び
」　

4

第
二
章　

オ
ル
レ
ア
ン
の
包
囲
戦　

20

第
三
章　

オ
ル
レ
ア
ン
の
乙
女
（
一
四
二
九
年
）　

43

第
四
章　

ジ
ャ
ン
ヌ
の
裁
判
と
死
（
一
四
二
九
〜
一
四
三
一
年
）　

88

第
十
一
部
　
百
年
戦
争
か
ら
の
脱
出
　
179

第
一
章　

ヘ
ン
リ
ー
六
世
と
シ
ャ
ル
ル
七
世　

180

第
二
章　

フ
ラ
ン
ス
の
変
革
と
平
定
（
一
四
三
九
〜
一
四
四
八
年
）　

216

第
三
章　

イ
ギ
リ
ス
軍
の
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
撤
退　

255

第
十
二
部
　
ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
盛
衰
　
301

第
一
章　

フ
ラ
ン
ド
ル
で
の
戦
争
（
一
四
三
六
〜
一
四
五
三
年
）　

302

第
二
章　

ブ
ル
ゴ
ー
ニ
ュ
公
国
の
栄
華　

343

第
三
章　

シ
ャ
ル
ル
七
世
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
（
一
四
五
二
〜
一
四
五
六
年
）　

353

第
四
章　

シ
ャ
ル
ル
七
世
と
フ
ィ
リ
ッ
プ
善
良
公
（
続
）　

364

訳
者
あ
と
が
き　

383

人
名
索
引　

394



3 一八三七年の序文

第
十
部　

ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
生
と
死



4第十部　ジャンヌ・ダルクの生と死

第
一
章　
「
キ
リ
ス
ト
の
ま
ね
び
」

　
「《
最
も
死
せ
る
死
者 les plus m

ortes m
orts

》
が
最
も
復
活
に
近
い
最
良
の
人
々
で
あ
る
」
―
あ
る
賢
人
は
こ

う
言
っ
た
。

　

喜
び
と
恐
れ
の
交
錯
か
ら
逃
れ
て
、
も
は
や
期
待
せ
ず
、
傲
慢
と
欲
望
を
捨
て
る
こ
と
は
、
一
つ
の
偉
大
な
勇
気

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
死
は
、
む
し
ろ
生
で
あ
る
。

　

魂
の
活
力
に
溢
れ
た
こ
の
死
は
、
そ
の
魂
を
静
穏
で
大
胆
不
敵
な
も
の
に
す
る
。
も
は
や
こ
の
世
な
ら
ざ
る
魂
が

何
に
怯
え
よ
う
か
？　

こ
の
世
の
あ
ら
ゆ
る
脅
威
も
、
精
神
に
対
し
何
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

　　
『
福
音
書 l’ Evangile

』
以
来
、
最
も
す
ば
ら
し
い
キ
リ
ス
ト
教
の
書
で
あ
る
『
キ
リ
ス
ト
の
ま
ね
び
』（D

e 

Im
itatione C

hristi

）〔
訳
注
・
邦
訳
の
題
は
『
キ
リ
ス
ト
に
な
ら
い
て
』
が
一
般
的
で
あ
る
が
、
こ
の
あ
と
の
訳
文
の
都
合

上
、
こ
の
よ
う
に
し
た
〕
は
、
ま
さ
し
く
、
キ
リ
ス
ト
自
身
と
同
じ
く
、
死
の
胎
内
か
ら
出
て
き
た
も
の
で
、
そ
の

生
の
胚
芽
を
運
ん
で
き
た
の
は
古
代
世
界
の
死
、
中
世
の
死
で
あ
る
。



5 第一章　「キリストのまねび」

　

こ
の
『
キ
リ
ス
ト
の
ま
ね
び
』
の
知
ら
れ
て
い
る
か
ぎ
り
最
初
の
写
本
が
現
れ
た
の
は
、
十
四
世
紀
末
か
十
五
世

紀
初
め
の
よ
う
で
あ
る
。
一
四
二
一
年
に
は
、
そ
の
写
本
は
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
に
な
り
、
一
つ
の
修
道
院
の
な
か

だ
け
で
二
十
冊
は
見
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
印
刷
術
が
始
ま
っ
て
最
初
に
印
刷
さ
れ
た
の
も
『
キ
リ
ス
ト
に
ま
ね
び

て
』
で
あ
っ
た
。
い
ま
遺
っ
て
い
る
写
本
の
数
で
も
、
ラ
テ
ン
語
版
が
二
千
、
フ
ラ
ン
ス
語
版
が
千
を
超
え
る
。
翻

訳
も
フ
ラ
ン
ス
語
の
そ
れ
は
六
十
種
、
イ
タ
リ
ア
語
の
そ
れ
は
三
十
種
に
の
ぼ
る
。

　

こ
の
書
は
キ
リ
ス
ト
教
世
界
全
体
に
広
ま
り
、
各
国
民
に
よ
っ
て
そ
の
国
民
の
書
物
の
よ
う
に
刊
行
さ
れ
読
ま
れ

て
き
た
。
フ
ラ
ン
ス
人
た
ち
は
、
そ
こ
に
《
ガ
リ
シ
ス
ム gallicism

es

》〔
訳
注
・
フ
ラ
ン
ス
語
特
有
の
語
法
・
表
現
〕

を
反
映
し
、
イ
タ
リ
ア
人
た
ち
は
《
イ
タ
リ
ア
ニ
ス
ム italianism

es

》〔
訳
注
・
イ
タ
リ
ア
語
法
〕
を
、
ド
イ
ツ
人
た

ち
は
《
ゲ
ル
マ
ニ
ス
ム germ

anism
es
》〔
訳
注
・
ド
イ
ツ
語
特
有
の
語
法
〕
を
反
映
し
た
。

　

聖
職
者
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
の
階
層
で
《
ま
ね
び
》
を
競
い
合
っ
た
。
司
祭
た
ち
は
、
ジ
ャ
ン
・
ジ
ェ
ル
ソ
ン
こ
そ

こ
の
書
の
著
者
だ
と
主
張
し
、
律
修
参
事
会
員
た
ち
は
ト
マ
・
ド
・
ケ
ン
ペ
ン
（
ト
マ
ス
・
ア
・
ケ
ン
ピ
ス
）
だ
と

言
い
張
り
、
修
道
士
た
ち
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
会
の
ジ
ェ
ル
セ
ン
と
い
う
修
道
士
だ
と
言
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
聖
人
、
神
学
博
士
の
影
が
見
ら
れ
る
の
で
、
そ
の
ほ
か
の
人
々
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

の
闇
に
包
ま
れ
た
問
題
を
よ
く
見
抜
い
て
い
た
の
が
サ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ド
・
サ
ー
ル
（1567 -1621

）
で
、
彼

は
「
こ
の
本
を
著
し
た
の
は
聖
霊
（Saint-Esprit

）
で
あ
る
」
と
言
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
著
者
や
国
の
問
題
に
劣
ら
ず
、
著
さ
れ
た
時
期
の
問
題
も
激
し
い
論
争
の
的
に
な
っ
た
。
十
三
世
紀
と

十
四
世
紀
、
十
五
世
紀
が
、
こ
の
栄
誉
を
競
い
合
っ
た
。
こ
の
本
が
広
く
民
衆
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
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